見 積 依 頼 書
発信日時  　  年　  月　 日　　時
	FAX：０６－６９６６－７６８０
	発信者 FAX:     -    -      

	建築確認評定センター 
建築確認検査課　

住宅性能評価担当　行
	会社名：
部署名：
担当者名：

	TEL ：06－6966－7565

E-mail：kakunin@gbrc.or.jp
	TEL ：   -    -  
E-mail：    @  

	下記審査について見積書を希望します。


記

	審査種類
	□設計住宅性能評価、 □建設住宅性能評価、□フラット35
□長期優良住宅

□低炭素建築物(□住戸のみ、□住戸＋建築物全体、□建築物全体のみ)

	1  見積書の宛先名：

	2  事業者名：

	3  建物名称：

	4  建築場所：

	5  構造・規模：□延べ面積2,000㎡以上 、□建物高さ31m以上

構造:RC造 、地上:3階 、地下:1階建

	6  総住戸数：   　　戸 、 評価対象住戸数：　　戸

	⑦ タイプ数：   タイプ

	⑧ 任意の選択項目
□必須項目のみ
〇選択項目：□音を除く全項目、□一部のみ選択（別紙に記入）

	⑨ 確認検査の申込先：■(一財)日本建築総合試験所、□他の確認検査機関

	⑩ 着工予定時期             ：　　年　　月頃
住宅性能評価 申請予定時期：　　年　　月頃

	⑪低炭素建築物の見積を希望される場合は下記へもご記入下さい。
審査対象住戸数：　　　　      戸
非住宅の床面積の合計：　　　.　　㎡(建築物全体の審査を希望する場合)
建築物全体の延べ面積：　　　.　　㎡(建築物全体の審査を希望する場合)

	⑫ 見積書の送付方法：□FAX 、■E-mail 、　□郵送(押印書類で必要)


注：１団地等で住宅棟が複数ある場合は、棟ごとに作成して下さい。

別紙(選択項目)
	
	選択項目

	住棟評価
	必須
	1-1　耐震等級(構造躯体の倒壊等防止)

	
	□
	1-2　耐震等級(構造躯体の損傷防止)

	
	必須
	1-3　その他(地震に対する構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止)

	
	□
	1-4　耐風等級(構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止)

	
	□
	1-5　耐積雪等級(構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止)

	
	必須
	1-6　地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法

	
	必須
	1-7　基礎の構造方法及び形式等

	
	□
	2-5　耐火等級(延焼のおそれある部分(開口部))


	
	□
	2-6　耐火等級(延焼のおそれある部分(開口部以外))

	住戸評価
	□
	2-1　感知警報装置設置等級(自住戸火災時)

	
	□
	2-2　感知警報装置設置等級(他住戸等火災時)

	
	□
	2-3　避難安全対策(他住戸等火災時・共用廊下)

	
	□
	2-4　脱出対策(火災時)

	
	□
	2-7　耐火等級(界壁及び界床)

	
	必須
	3-1　劣化対策等級(構造躯体等)

	
	必須
	4-1　維持管理対策等級(共用配管)

	
	必須
	4-2　更新対策(共用排水管)

	
	必須
	4-3　更新対策(共用排水管)

	
	□
	4-4　更新対策(住戸専用部)
（フラット35Sで「耐久性･可変性」を希望する場合は必要）

	
	いずれか
必須
	5-1　断熱等性能等級　　　　　 *

	
	
	5-2　一次エネルギー消費量等級 *

	
	□
	6-1　ホルムアルデヒド対策(内装及び天井裏)

	
	□
	6-2　換気対策

	
	別途見積
	6-3　室内空気中の化学物質の濃度等

	
	□
	7-1　単純開口率

	
	□
	7-2　方位別開口比

	
	□
	8-1　重量床衝撃音対策

	
	□
	8-2　軽量床衝撃音対策

	
	□
	8-3　透過損失等級(界壁)

	
	□
	8-4　透過損失等級(開口部)

	
	□
	9-1　高齢者等配慮対策等級(専用部分)
（フラット35Sで「バリアフリー性」を希望する場合は必要）

	
	□
	9-2　高齢者等配慮対策等級(共用部分)
（フラット35Sで「バリアフリー性」を希望する場合は必要）

	
	□
	10-1　開口部の侵入防止対策


* 2021年1月からフラット35Sで「省エネルギー性」を希望する場合は、5-1と5-2の両方が必要
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